
アンケート調査結果報告書（事業者） 

１ 貴事業所について 

 

Ｑ１ 貴事業所の概要について、令和６年８月末現在でお聞きします。 

【単一回答】 

 

  

n ％

(77)

１. 建設業 9 11.7

２. 製造業 6 7.8

３. 電気・ガス・熱供給・水道業 1 1.3

４. 運輸業 1 1.3

５. 製造業 0 0.0

６. 通信業 0 0.0

７. 卸売業 3 3.9

８. 小売業 10 13.0

９. 飲食業 11 14.3

10. 金融・保険業 2 2.6

11. 不動産業 4 5.2

12. サービス業 13 16.9

13. その他 17 22.1

１. ５人未満 30 39.0

２. ５～10人 24 31.2

３. 11～20人 8 10.4

４. 21～30人 5 6.5

５. 31～50人 0 0.0

６. 51～100人 4 5.2

７. 101～200人 3 3.9

８. 201～300人 2 2.6

９. 301人以上 1 1.3

１. 3，000万円未満 33 42.9

２. 3，000万円～5，000万円未満 14 18.2

３. 5，000万円～１億円未満 5 6.5

４. 1億円以上～５億円未満 20 26.0

５. ５億円～10億円未満 0 0.0

６. 10億円以上 5 6.5

１. １～50㎡未満 21 27.3

２. 50～100㎡未満 15 19.5

３. 100～200㎡未満 14 18.2

４. 200～400㎡未満 10 13.0

５. 400～800㎡未満 5 6.5

６. 800～1，500㎡未満 4 5.2

７. 1，500㎡以上 8 10.4

事業内容

全体

従業員数

年間売上

延床面積
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【 事業内容 】 

・動物医療・美容 

・クリニック 

・老人ホーム 

・医療 

・文化事業 

・学習塾 

・公民館 

・訪問介護 

・法律事務所 

・医療福祉業 

・医療関係 

・児童福祉 

・webサイトの企画・制作 

・造園業 

・農業 

・NPO法人 高齢者福祉支援 

・介護・福祉 

 

【 事業所形態 】 

・病院・事務所 

・駐車場 

・事業所 

・展示場 

・アパート 

・公民館 

・保育施設 

・事務所 工場 

・置場 

・自宅 
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２ 貴事業所のごみの排出・処理について 

 

Ｑ２ ごみの分別は減量・資源化等（３Ｒ）につながる有効な方法です。貴事業

所でごみの分別を行っていますか。【単一回答】 

 

 

 

Ｑ２－１ Ｑ２で「２. 行っていない」と回答した方に

お聞きします。その理由をお答えください。【単一回答】 

 

 

 

・業務委託している為 

・お客様に対して強制力がない為 

 

  

n ％

全体 (77)

１. 行っている 75 97.4

２. 行っていない 2 2.6

n ％

全体 (2)

１. 分別がわからないから 0 0.0

２. 分別したものの保管施設等がないから 0 0.0

３. 分別が手間だから 0 0.0

４. 分別する余裕がないから 0 0.0

５. その他 2 100.0
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Ｑ３ 本市では事業系ごみは家庭ごみの集積所には出せませんが、貴事業所で

発生するごみの排出方法についてお聞きします。【単一回答】 

 
n ％

(77)

１. 収集運搬許可業者に委託 36 46.8

２. 民間の処理施設に自ら搬入 7 9.1

３. 事業所内で処理 2 2.6

４. 納入業者へ返却 1 1.3

５. 新聞・雑誌の排出はない 31 40.3

６. その他 0 0.0

１. 収集運搬許可業者に委託 46 59.7

２. 民間の処理施設に自ら搬入 13 16.9

３. 事業所内で処理 4 5.2

４. 納入業者へ返却 1 1.3

５. 段ボールの排出はない 13 16.9

６. その他 0 0.0

１. 収集運搬許可業者に委託 48 62.3

２. 民間の処理施設に自ら搬入 12 15.6

３. 事業所内で処理 5 6.5

４. 納入業者へ返却 0 0.0

５. 紙類の排出はない 8 10.4

６. その他 4 5.2

１. 収集運搬許可業者に委託 37 48.1

２. 民間の処理施設に自ら搬入 4 5.2

３. 事業所内で処理 3 3.9

４. 納入業者へ返却 0 0.0

５. 食品残渣の排出はない 33 42.9

６. その他 0 0.0

１. 収集運搬許可業者に委託 25 32.5

２. 民間の処理施設に自ら搬入 3 3.9

３. 事業所内で処理 2 2.6

４. 納入業者へ返却 1 1.3

５. 布類の排出はない 46 59.7

６. その他 0 0.0

新聞・雑誌

段ボール

紙類

食品残渣

布類

全体
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n ％

(77)

１. 収集運搬許可業者に委託 27 35.1

２. 民間の処理施設に自ら搬入 6 7.8

３. 事業所内で処理 4 5.2

４. 納入業者へ返却 1 1.3

５. 草木類の排出はない 37 48.1

６. その他 2 2.6

１. 収集運搬許可業者に委託 40 51.9

２. 民間の処理施設に自ら搬入 11 14.3

３. 事業所内で処理 6 7.8

４. 納入業者へ返却 1 1.3

５. 容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの排出はない 16 20.8

６. その他 3 3.9

１. 収集運搬許可業者に委託 30 39.0

２. 民間の処理施設に自ら搬入 7 9.1

３. 事業所内で処理 1 1.3

４. 納入業者へ返却 0 0.0

５. ガラス・陶磁器類の排出はない 39 50.6

６. その他 0 0.0

１. 収集運搬許可業者に委託 28 36.4

２. 民間の処理施設に自ら搬入 4 5.2

３. 事業所内で処理 1 1.3

４. 納入業者へ返却 0 0.0

５. 革・ゴム類の排出はない 43 55.8

６. その他 1 1.3

１. 収集運搬許可業者に委託 36 46.8

２. 民間の処理施設に自ら搬入 10 13.0

３. 事業所内で処理 1 1.3

４. 納入業者へ返却 1 1.3

５. 金属類（缶類を含む）の排出は

　　ない
29 37.7

６. その他 0 0.0

革・ゴム類

金属類

（缶類を

含む）

全体

草木類

容器包装

プラスチック

ガラス・

陶磁器類
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Ｑ３－１ Ｑ２－２及びＱ３の処理方法で１つでも「１. 収集運搬許可業者に

委託」と回答した方に契約方法についてお聞きします。【自由記述】 

 

・回数 

・テナントとして入っている建物が契約している為、契約の詳細がわからない 

 

  

n ％

(77)

１. 収集運搬許可業者に委託 31 40.3

２. 民間の処理施設に自ら搬入 5 6.5

３. 事業所内で処理 1 1.3

４. 納入業者へ返却 3 3.9

５. びん類の排出はない 37 48.1

６. その他 0 0.0

びん類

全体
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Ｑ４ 貴事業所で資源化しているものについてお聞きします。資源化している

ものについて、リサイクルルートをお答えください。【単一回答】 

 

n ％

(77)

１. 資源回収業者 33 42.9

２. 資源問屋 2 2.6

３. 納入業者に返却 3 3.9

４. 新聞・雑誌は資源化していない 30 39.0

５. その他 9 11.7

１. 資源回収業者 41 53.2

２. 資源問屋 3 3.9

３. 納入業者に返却 2 2.6

４.段ボールは資源化していない 24 31.2

５. その他 7 9.1

１. 資源回収業者 37 48.1

２. 資源問屋 3 3.9

３. 納入業者に返却 1 1.3

４. 紙類は資源化していない 31 40.3

５. その他 5 6.5

１. 資源回収業者 21 27.3

２. 資源問屋 0 0.0

３. 納入業者に返却 0 0.0

４. 食品残渣は資源化していない 45 58.4

５. その他 11 14.3

１. 資源回収業者 36 46.8

２. 資源問屋 0 0.0

３. 納入業者に返却 2 2.6

４. 缶類は資源化していない 31 40.3

５. その他 8 10.4

新聞・雑誌

段ボール

紙類

食品残渣

缶類

全体
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３ 貴事業所のごみの減量・資源化等（３Ｒ）について 

 

Ｑ５ 貴事業所での事業系ごみの減量・資源化等（３Ｒ）への取組みについてお

聞きします。【単一回答】 

 

 

・事務を委託 

・お客様に持ち帰りをお願いしています。 

・リサイクルはしていると思う 

 

Ｑ６ 貴事業所からの事業系ごみの排出量についてお聞きします。【単一回答】 

 

 

・事務委託の為排出されない 

・1年前には営業して無い 

 

n ％

(77)

１. 資源回収業者 31 40.3

２. 資源問屋 0 0.0

３. 納入業者に返却 3 3.9

４.びん類 は資源化していない 33 42.9

５. その他 10 13.0

びん類

全体

n ％

全体 (77)

１. 取り組んでいる 20 26.0

２. ある程度取り組んでいる 33 42.9

３. あまり取り組んでいない 14 18.2

４. ほとんど取り組んでいない 7 9.1

５. その他 3 3.9

n ％

全体 (77)

１. １年前と比べて増えた 5 6.5

２. １年前と比べて変わらない 46 59.7

３. １年前と比べて減った 15 19.5

４. わからない 9 11.7

５. その他 2 2.6
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Ｑ６－１ Ｑ６で「１. １年前と比べて増えた」と回答した方にお聞きします。

その理由をお答え下さい。【単一回答】 

 

 

 

・患者数が増えたため 

・自宅ではなく、外でごみを捨てる非常識な人間が多いから。 

 

Ｑ６－２ Ｑ６で「３. １年前と比べて減った」と回答した方にお聞きします。

その理由をお答え下さい。【単一回答】 

 

 

 

・ペーパーレス化 

 

  

n ％

全体 (5)

１. ごみの減量や資源化に取り組んでいないから 0 0.0

２. 事業規模が大きくなったから 3 60.0

３. その他 2 40.0

n ％

全体 (15)

１. ごみの減量や資源化に取り組んでいるから 7 46.7

２. 事業規模が小さくなったから 7 46.7

３. その他 1 6.7
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Ｑ７ 貴事業所内で、実際に行っているごみ減量・資源化等（３Ｒ）の取り組み

についてお聞きします。【各単一回答】 

 

 
（上段：件数（件）、下段：割合（％）） 

 
  

１. 取り組んでいる
２. 今後、

取り組みたい

３. 取り組む

予定はない
４. わからない

63 8 3 3

81.8 10.4 3.9 3.9

64 5 4 4

83.1 6.5 5.2 5.2

53 8 10 6

68.8 10.4 13.0 7.8

48 16 7 6

62.3 20.8 9.1 7.8

11 13 36 17

14.3 16.9 46.8 22.1

34 14 13 16

44.2 18.2 16.9 20.8

36 15 11 15

46.8 19.5 14.3 19.5

32 16 20 9

41.6 20.8 26.0 11.7

16 27 21 13

20.8 35.1 27.3 16.9

【 事業所から出る資源物のリサイクルルートを確保している 】

【 ごみ処理やリサイクルについて担当者を決めている 】

【 ごみの減量や資源化の目標、または計画等を定めている 】

【 種別ごとにごみ箱を分け、分別を徹底している 】

【 紙類、缶類、びん類などの資源物を分別している】

【 両面印刷、両面コピー、使用済用紙の裏面を使用している 】

【 電子メディア等によるペーパーレス化を行っている 】

【 食品残渣を堆肥化している 】

【 包装の簡素化や通い箱を使用している 】
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Ｑ８ ごみの減量・資源化等（３Ｒ）を取り組むにあたって、必要だと思われる

ことについてお聞きします。【複数回答】 

 

 

 

・ごみを排出するような事務は行なっていない。 

・ごみ量が家庭ごみ以下。 

・会社が産廃業者へ出している様なのでアンケートにならず。 

 

  

n ％

全体 (77)

１. 行政からの指導、施策の誘導 19 24.7

２.  ごみの減量や資源化等（3R）に対する経済的

　　 なメリット
41 53.2

３. ごみの減量や資源化等（3R）に関する団体への

    支援
19 24.7

４. 事業所内でのごみの減量や資源化等（3R）の

    教育システムの構築
12 15.6

５. ごみの減量や資源化等（3R）に関する調査・

    研究
7 9.1

６. ＩＳＯ１４０００シリーズの取得 2 2.6

７. わからない 18 23.4

８.その他 3 3.9
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４ 食品ロスについて 

 

Ｑ９ 食べ残しや期限切れなどにより本来は食べられたのに廃棄される食品の

ことを「食品ロス」と言い、日本では年間５２３万トン（令和３年度）の

食品ロスが発生しています。このうち、事業系の食品ロスは２７９万トン

とされていることをご存知でしたか。【単一回答】 

 

 

 

Ｑ１０ 事業所で食品ロスは発生していますか。【単一回答】 

 

 

 

 

Ｑ１０－１ 事業所ではどのような食品ロスが発生していますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・食堂の食べ残し 

n ％

全体 (77)

１. 発生している 15 19.5

２. 発生しない 62 80.5

n ％

全体 (77)

１. 「食品ロス」が多量に発生していることを

　　知っている
61 79.2

２. 「食品ロス」という言葉は知っている 12 15.6

３.   知らなかった 4 5.2

n ％

全体 (15)

１. お客様などの食べ残し 10 66.7

２. 賞味期限・消費期限が切れた食品 11 73.3

３. 調理時に失敗したもの 3 20.0

４. 売れずに余ったお弁当など 3 20.0

５. その他 1 6.7
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Ｑ１０－２ 食品ロス削減には様々な取組みがありますが、実践している取組

みはありますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・量を選択できるようにしている 

  

n ％

全体 (15)

１. お客の要望で販売する量を調整する 4 26.7

２. 食べ残しを持ち帰れるよう容器を用意している 6 40.0

３. 商品の「てまえどり」を掲示物等で呼びかけ

　　ている
3 20.0

４. 飼料などにリサイクルできる事業者へ引渡して

　　いる
0 0.0

５. 集客を予想して仕入れ等を調整している 10 66.7

６. フードバンク、フードドライブ、子ども食堂へ

　　寄付している
1 6.7

７. その他 1 6.7
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５ その他について 

 

Ｑ１１ ごみの分別などに関する情報はどのような媒体で確認していますか。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本社からの案内など 

・クリーンセンター都度相談/確認 

・ここではしてない 

 

Ｑ１２ ごみの減量・資源化等（３Ｒ）を進めるための支援や情報提供で市にし

てほしい取組みはありますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・回収業者 

・市とはごみ関係でつながってない 

 

  

n ％

全体 (77)

１. インターネット 43 55.8

２. 公共団体発行物 35 45.5

３. 業界誌などの刊行物 0 0.0

４. 契約している収集業者などに聞く 30 39.0

５. その他 3 3.9

n ％

全体 (77)

１. ごみの減量・資源化等（３Ｒ）に関するマニュ

　　アルなどの提供
42 54.5

２. 収集業者や処理業者に関する情報提供 43 55.8

３. 法律や条例等の規制に関する情報提供 16 20.8

４. 先進的な取組みの事例紹介 20 26.0

５. その他 6 7.8
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Ｑ１３ 市からのお知らせ以外にどんな媒体でごみについての情報を知ります

か。【複数回答】 

 

 

 

Ｑ１４ 市からのお知らせ以外の媒体で、ごみについてのどんな情報を入手し

ますか。 

 

 

 

 

  

n ％

全体 (77)

１. TV 27 35.1

２. 新聞 17 22.1

３. 雑誌 2 2.6

４. ネット記事 57 74.0

５. Youtube等の動画 4 5.2

６. 動画以外のSNS 3 3.9

７. その他 3 3.9

n ％

全体 (77)

１. ごみの種類 24 31.2

２. ごみの組成 3 3.9

３. ごみの分別方法 55 71.4

４. ごみの資源化の方法 29 37.7

５. ごみの焼却・埋立方法 10 13.0

６. ごみの排出量 11 14.3

７. その他 3 3.9
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Ｑ１５ ごみに限らず市からのお知らせは主にどのような媒体で確認しますか。 

    【複数回答】 

 

 

Ｑ１６ ごみの減量・資源化等（３Ｒ）に関するアイデアなど、ご意見がありま

したら自由にご回答ください。【自由記述】 

 

・分別の負担（4件） 

→あまり厳しい分別指導はスタッフの負担になる。 

・コストの透明化・軽減（3件） 

・行政の対応・仕組みの改善（2件） 

→生ごみを肥料化し、販売できる仕組みを作れないか。 

→大量に生ごみを出すところと連携する必要がある。 

・ごみの減量・資源化の提案（2件） 

→商品の過剰包装をなくす。 

→資源回収の窓口（場所）を増やす。 

 

 

  

n ％

全体 (77)

１. ホームページ 50 64.9

２. 広報ながれやま 34 44.2

３. 流山市安心メール 8 10.4

４. 文書（回覧） 8 10.4

５. facebook 3 3.9

６. X（旧Twitter） 1 1.3

７. LINE 2 2.6

８. Instagram 4 5.2

９. その他 2 2.6
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